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大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

　

授業科目

平　成　２４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会、考古学研究会、日本史研究会

城と都市の考古学的研究

専門分野

奈良大学 文学部 文化財学科 卒業

博士（文学）（大阪大学）

城郭考古学

最終学歴

奈良大学「モンゴルにおける大型城郭都市のデジタルアーカイブ」に研究分担者として参
加（正司哲朗・研究代表）。

【研究上の特記事項】

８月31日より、奈良大学海外研修員として１年間、ドイツ・テュービンゲン大学、先史・
古代・中世考古学研究所およびフランクフルト大学哲学部の客員教授として派遣された。

大学院博士後期課程
担当科目

所属学会

研究課題

学部担当科目
・歴史考古学
・考古学演習Ⅰ（三）、Ⅱ（三）
・考古学講読Ⅰ（一）

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

海外研修員になったため、学部・通信教育部は前期のみ講義・演習を担当し、大学院は通
年開講のため講義・演習を担当しなかった。

国内都道府県・市町教育委員会による城館の調査・整備指導委員会に30ほど参加、三重県
文化財保護審議委員、日本城郭協会評議委員、文化庁発掘調査のてびき作業部会委員

【学内活動】
（学内職歴を含む）

高校生フォーラム、雅楽研究会顧問、城郭研究会顧問（前期まで）

通信教育部担当科目
・文化財学演習Ⅱ（スクーリング）
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「縄張りから見た唐沢山城」

富山県高岡市教育委員会

（学会発表）

（著書）

「秀吉・家康の城」

（その他）

「織田信長の城」

2013年3月

奈良大学総合研究所、pp.1−14

奈良大学文化財学科

「モンゴル2011年調査報告」

「ドイツの史跡整備」

『知れば知るほど面白い 日本の
城』

『信長の城』

栃木県佐野市教育委員会、pp.211
−220

（学術論文）

岩波新書、278頁。

2013年3月

2013年3月

2013年3月

中日文化センター・栄教室

中日文化センター・栄教室

中日文化センター・栄教室

「高岡城の歴史的価値」

引田城研休会

真田宝物館 特別展「十万石を掘
る」記念講演

研究業績[著書、学術論文等]

『天下人の城』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

235頁。

PHP文庫、221頁。

風媒社2012年11月

2012年11月

2013年1月

講座・日本名城探訪２

講座・日本名城探訪３

2012年5月12日

2012年6月9日

PHP研究所

岩波書店

東かがわ市教育委員会

松代市教育委員会2012年6月16日

2012年6月7日

「城郭史における勝瑞城館」 2013年3月
『史跡勝瑞城館跡調査
報告書』

「松代城を読み解く」

「引田城の構造と歴史的価値」

徳島県教育委員会

『 高 岡 城 跡 調 査 報 告
書』

『奈良大学総合研究所
所報』第21号

『文化財学報』第31集

『 唐 沢 山 城 調 査 報 告
書』

2012年5月9日「五感で楽しめる歴史−城歩き」 読売新聞社

ＮＨＫ総合テレビ『歴史秘話ヒス
トリア』「戦国女BOSSがゆく−ツン
デレ城主・ぎん千代＆戦う女た
ち」

2012年6月13日 　ＮＨＫ コメント出演

『読売新聞』朝刊、
北陸版、ほくりく学１

「七尾城−前田氏時代に大改修」 2012年5月16日
『読売新聞』朝刊、
北陸版、ほくりく学２

読売新聞社

「高岡城−攻防に備え特別な広場」 2012年5月23日
『読売新聞』朝刊、
北陸版、ほくりく学３

読売新聞社

2012年4月14日 講座・日本名城探訪１

「金沢城−枡形ふたつ百万石の証」 2012年5月30日
『読売新聞』朝刊、
北陸版、ほくりく学４

読売新聞社

「室町期の館から戦国の山城へ」
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コメント出演
ＮＨＫ総合テレビ「歴史秘話ヒス
トリア：魔王が棲む魅惑の城−最新
研究！織田信長 美しき城づくり」

　

　ＮＨＫ2012年11月4日

ＮＨＫ総合テレビ『歴史秘話ヒス
トリア』「熊本城を救った妻の大
脱走−加藤清正のスーパー築城術」

2012年10月24日 　ＮＨＫ コメント出演

2012年9月1日「城の見方・基本のき」 小学館。
『サライ』2012年９月
号

「日本の城の魅力を探る」 2012年7月23日 　特別講座 中日文化センター・高山

「岐阜城と信長の城」 2012年7月22日 　特別講座 中日文化センター・岐阜


